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久渡古墳から出土した画文帯神獣鏡

住民とともに　協働と参画のまちづくり



「梅雨時の田園風景」(五軒屋） 

荒谷 譲さん 

　今回の上牧の魅力発見フォトコンテストには、町内外から101作品（応募者40名）の応募

があり、厳正なる審査の結果、入賞者（金賞１点、銀賞１点、銅賞１点、佳作12点）が決定

しました。たくさんのご応募ありがとうございました。 

◆審査員（五十音順） 

　枝廣　敏雄（上牧町文化協会（写真教室）講師） 

　野本　暉房（日本写真家協会会員） 

上牧の魅力フォトコンテスト　結果発表 上牧の魅力フォトコンテスト　結果発表 上牧の魅力フォトコンテスト　結果発表 上牧の魅力フォトコンテスト　結果発表 

「慈愛」(南上牧･浄安寺） 

井上 徳博さん 

金賞 金賞 

佳作 

銀賞 銀賞 銅賞 銅賞 

「上牧町出初式」(健民グラウンド） 

高橋 正尚さん 
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「秋香（アキカオル）」(新町） 

藤澤 靖夫さん 

「浄安寺の春」(南上牧･浄安寺） 

竹下 安則さん 

「ささゆりウォーク」(南上牧･浄安寺） 

大藤 幸子さん 

「拝殿に並ぶ奉納絵馬」(南上牧･智照神社） 

佐藤 勇さん 

「今日も活きいきと」(滝川遊歩道） 

佐藤 勇さん 

「滝川　鯉のぼり」(文化センター周辺） 

荒谷 譲さん 

「町長杯ソフトボール大会」(健民グラウンド） 

阪口 誠紀さん 

「仏と共に」(南上牧･浄安寺） 

勝浦 正さん 

「雨あがる」(松里園） 

浦上 登志子さん 

「豊かな自然」(新町） 

梅原 啓良さん 

※佳作については、順位はありません。 
「街並み」(南上牧） 

藤山 好典さん 

「早苗田」(五軒屋） 

真柴 淳彦さん 

◆表彰式・展示会 

入賞者の授賞式　　平成24年11月３日(祝）ペガサスフェスタ2012　屋外ステージ 

入賞作品の展示会　平成24年９月10日(月)～９月24日(月）役場ロビー 

　　　　　　　　　平成24年10月１日(月)～10月15日(月）中央公民館ロビー 

上牧の魅力フォトコンテスト　結果発表 上牧の魅力フォトコンテスト　結果発表 上牧の魅力フォトコンテスト　結果発表 

金賞 

佳作 佳作 

銀賞 銅賞 

「タイトル」(撮影場所） 

氏　名 

作 品 

▼問合先　まちづくり推進課 　　役場内線234番 3
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こ
の
ほ
ど
、
松
里
園
地
区
の
住
宅
地
に

隣
接
す
る
久
渡
古
墳
群
か
ら
邪
馬
台
国
の

女
王
・
卑
弥
呼
が
中
国
か
ら
お
く
ら
れ
た

と
も
言
わ
れ
る
鏡
が
出
土
し
ま
し
た
。

「
画
文
帯
環
状
乳
神
獣
鏡

が
も
ん
た
い
か
ん
じ
ょ
う
に
ゅ
う
し
ん
じ
ゅ
う
き
ょ
う

」
と
呼
ば
れ
る

鏡
で
中
国
製
で
す
。

鏡
は
青
銅
製
で
、
直
径
十
四
㎝
の
円
形

で
す
。
中
国
の
神
話
に
基
づ
く
神
様
や
仙

人
が
浮
き
彫
り
さ
れ
、
四
十
八
文
字
が
円

弧
上
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

鏡
が
出
土
し
た
久
渡
古
墳
群
は
、
標
高

約
七
十
ｍ
前
後
の
丘
陵
上
に
あ
り
ま
す
。

今
回
ま
で
の
調
査
で
、
七
基
の
多
彩
な

内
容
を
持
つ
古
墳
か
ら
な
る
古
墳
群
を
確

認
し
ま
し
た
。

久
渡
三
号
墳
は
丘
陵
北
側
に
所
在
す
る

古
墳
時
代
前
期
初
頭
の
古
墳
で
、
画
文
帯

環
状
乳
神
獣
鏡
・
鉄
槍
・
鉄
鏃
・
土
師
器

は

じ

き

な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。

今
回
出
土
し
た
画
文
帯
環
状
乳
神
獣
鏡

は
後ご

漢か
ん

時
代
に
中
国
で
製
作
さ
れ
た
鏡
で

す
。近

年
の
発
掘
調
査
で
鏡
片
を
除
く
と
中

国
製
の
画
文
帯
神
獣
鏡
と
し
て
は
、
奈
良

県
内
で
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
以
来
十
二
年
ぶ
り

の
出
土
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
鏡
は
、

橿
原
考
古
学
研
究
所
の
分
析
に
よ
る
と
大

阪
府
和
泉
黄
金
塚

こ
が
ね
づ
か

古
墳
の
東
側
埋
葬
施
設

か
ら
出
土
し
た
鏡
と
「
同
型
鏡
」
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

従
来
、
古
墳
時
代
前
期
初
頭
の
古
墳
は
、

奈
良
盆
地
東
南
部
に
集
中
し
て
築
造
さ
れ
、

奈
良
盆
地
内
の
他
の
地
域
に
は
ほ
と
ん
ど

存
在
し
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
今
回
、
久
渡
三
号
墳
が
盆
地
北
西

部
の
空
白
地
域
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、

古
墳
時
代
の
初
め
に
お
け
る
初
期
ヤ
マ
ト

政
権
の
構
造
を
考
え
る
上
で
重
要
な
手
が

か
り
を
提
供
す
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

久
渡
古
墳（
松
里
園
地
区
）か
ら

画
文
帯
神
獣
鏡
が
出
土
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上
牧
や
河
合
町
の

小
学
生
た
ち
で
作
る

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
チ
ー

ム
「
金
管
バ
ン
ド
モ

ア
」
が
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
教
育
省
か
ら
招
待

を
受
け
、
音
楽
と
ダ

ン
ス
の
コ
ン
サ
ー
ト

「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ユ
ー

ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

に
参
加
し
ま
し
た
。

７
月
16
日
夜
に
関

西
空
港
を
飛
び
立
っ

た
一
行
は
翌
朝
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
に
到
着
。

19
日
の
夜
に
開
か
れ

た
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ナ
イ
ト
」
で
、

す
ば
ら
し
い
演
奏
を

披
露
し
ま
し
た
。

第
三
小
学
校
三
年
の
児
童
た
ち
が
、
８
月
６

日
に
葡
萄
農
園
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

学
習
の
一
環
と
し
て
学
校
に
隣
接
す
る
葡
萄

農
園
で
、
葡
萄
の
成
長
を
数
回
に
分
け
て
見
学

を
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
葡
萄
の
刈
り
取
り
が
丁
度
、
夏
休
み
中

に
あ
た
る
た
め
、
登
校
日
に
行
わ
れ
た
学
習
で

は
、
た
わ
わ
に
実
っ
た
葡
萄
の
収
穫
を
見
学
し

ま
し
た
。

農
家
の
ご
厚
意
で
摘
み
取
っ
た
ば
か
り
の
葡

萄
を
味
わ
い
な
が
ら
、
葡
萄
栽
培
の
苦
労
や
甘

い
葡
萄
の
作
り
方
な
ど
を
熱
心
に
質
問
を
し
て

い
ま
し
た
。

８
月
４
日
（
土
）
米
山
台
自
治

会（
足
立
春
三
会
長
）で
は
、
会
員

皆
さ
ん
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
に

納
涼
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

子
ど
も
達
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽

し
み
な
が
ら
参
加
で
き
る
よ
う
に

と
午
前
中
の
子
ど
も
御
輿
の
巡
行

を
ス
タ
ー
ト
に
、
夕
刻
よ
り
カ
ラ

オ
ケ
大
会
・
大
声
大
会
・
マ
リ
ン

バ
演
奏
・
盆
踊
り
や
模
擬
店
と
多

彩
な
催
し
で
納
涼
大
会
を
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

金
管
バ
ン
ド
モ
ア

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
招
待

三
小
児
童
が

葡
萄
栽
培
の
学
習

米
山
台
自
治
会
が

納

涼

大

会
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上
牧
町
協
動
の
ま
ち
づ
く
り

公
募
型
補
助
金
の
交
付
事
業

が
決
定

今
年
度
に
新
た
な
協
働
の
仕
組
み
と
し

て
公
募
型
補
助
金
制
度
を
新
設
し
ま
し

た
。事

業
補
助
を
希
望
す
る
団
体
に
対
し
て

は
、
上
牧
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
公
募
型

補
助
金
審
査
判
定
委
員
会
に
よ
る
審
査
を

経
て
、
応
募
の
あ
っ
た
団
体
に
補
助
金
の

交
付
が
決
定
し
ま
し
た
。

補
助
の
対
象
と
な
っ
た
事
業
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

み
ん
な
で
ま
ち
あ
る
き

【
団
体
名
】
ま
ち
づ
く
り
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム

【
事
業
概
要
】
住
環
境
、
町
の
活
性
化
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
、
防
災
等
数
多
く
あ
る
課
題
の
な

か
か
ら
、
身
近
な
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
る

安
心
・
安
全
の
視
点
か
ら
、
道
路
幅
・
勾

配
・
死
角
等
に
視
点
を
当
て
課
題
整
理
を
行

い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
住
民
と
行
政
が

協
働
し
て
課
題
解
決
に
取
り
組
む
。

【
事
業
費
】
六
十
万
円
（
う
ち
補
助
対
象
経
費

五
十
五
万
円
）

【
補
助
金
交
付
決
定
額
】
二
十
七
万
五
千
円

自
主
防
犯
・
防
災
活
動

【
団
体
名
】
西
大
和
６
自
治
会
連
絡
会

【
事
業
概
要
】

・
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
勉
強
会
の
実
施
　
　

・
自
主
防
犯
講
習
会
の

実
施

【
事
業
費
】
十
四
万
八
千

三
百
円
（
う
ち
補
助

対
象
経
費
　
十
四
万

八
千
三
百
円
）

【
補
助
金
交
付
決
定
額
】

七
万
四
千
百
五
十
円

子
供
あ
き
な
い
塾

【
団
体
名
】
特
定
非
営
利
活
動
法
人
農
産
業
活

性
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

【
事
業
概
要
】
小
学
五
・
六
年
生
の
児
童
を
対

象
と
し
て
、
四
〜
五
名
で
仮
想
の
会
社
を

作
り
、
商
品
開
発
、
事
業
計
画
、
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
を
学
ん
だ
後
、
実
際
に
商
品
を

販
売
す
る
。

【
事
業
費
】
六
十
四
万
一
千
円
（
う
ち
補
助
対

象
経
費
　
六
十
四
万
一
千
円
）

【
補
助
金
交
付
決
定
額
】
三
十
万
円

▼
問
合
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

役
場
内
線
２
３
２
・
２
３
４
番

防
災
行
政
無
線
な
ど
を
用
い
た

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
の
伝
達

試
験

９
月
12
日（
水
）
午
前
10
時
ご
ろ
と

10
時
30
分
ご
ろ
の
２
回
実
施
し
ま
す
。

町
で
は
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害

時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
Ｊ
―
Ａ
Ｌ

Ｅ
Ｒ
Ｔ
＊
（
ジ
ェ
イ
ア
ラ
ー
ト
）
か
ら
送
ら

れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
、
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
伝
達
手
段
を
用
い
て
確
実
に

皆
さ
ま
に
お
伝
え
す
る
た
め
、
町
内
で
緊

急
情
報
伝
達
手
段
の
試
験
を
行
い
ま
す
。

☆
町
が
当
日
実
施
す
る
試
験

▼
情
報
伝
達
手
段

防
災
行
政
無
線
の
放
送

▼
放
送
内
容

町
内

46
か
所
に
設
置
し

て
い
る
防
災
行
政

無
線
か
ら
次
の
放

送
内
容
が
一
斉
に

放
送
さ
れ
ま
す
。

「
こ
れ
は
、
試
験
放
送
で
す
。」
×
３
回

「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
か
ん
ま
き
ち
ょ
う

や
く
ば
で
す
」

下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム

注
）
上
牧
町
以
外
の
地
域
で
も
全
国
的
に

様
々
な
情
報
伝
達
手
段
で
試
験
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

＊
Ｊ
―
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
と
は
、
地
震
や
武
力
攻

撃
な
ど
の
災
害
時
に
国
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
緊
急
情
報
を
人
工
衛
星
な
ど
を
活
用
し

て
瞬
時
に
情
報
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

▼
問
合
先

総
務
課

役
場
内
線
２
２
６
番

上
牧
町
「
敬
老
の
日
」
を

行
い
ま
す

米
寿
の
か
た
を
対
象
と
し
た
、
記
念
式

典
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き

９
月
17
日（
祝
）

式
典
　
午
前
９
時
30
分
か
ら

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　
多
目
的
室

▼
内
　
容

町
内
在
住
の
大
正
13
年
生
ま
れ

の
米
寿
の
か
た
に
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま

す
。（
案
内
状
を
発
送
し
ま
す
の
で
、
当
日

持
参
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。）

式
典
終
了
後
は
、
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連

合
会
主
催
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
発
表
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課

79
ー
２
０
２
０
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無
料
調
停
相
談

奈
良
県
調
停
協
会
葛
城
宇
陀
支
部
で
は

無
料
調
停
相
談
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

10
月
２
日（
火
）
午
前
10

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、
橿
原
市
中
央
公

民
館
・
香
芝
市
中
央
公
民
館

10
月
４
日（
木
）
午
前
10
時
か
ら
午
後
３

時
ま
で
。
大
和
高
田
市
中
央
公
民
館

▼
相
談
内
容

金
銭
貸
借
・
土
地
建
物
・
交

通
事
故
・
離
婚
・
相
続
な
ど
。
民
事
・
家

事
の
悩
み
ご
と
。

▼
相
談
員

裁
判
所
民
事
・
家
事
調
停
委
員

▼
申
込
方
法

当
日
会
場
で
受
付
し
ま
す
。

▼
問
合
先

奈
良
県
町
調
停
協
会
葛
城
・
宇

陀
支
部
　

53
ー
１
０
１
２

奈
良
県
歯
科
保
健
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
開
催

▼
と
　
き

10
月
28
日（
日
）
午
後
１
時
か
ら

４
時
ま
で
。

▼
と
こ
ろ

イ
オ
ン
モ
ー
ル
橿
原

▼
内
　
容

・
歯
科
保
健
事
業
に
貢
献
し
た
団
体
、
個
人

へ
の
顕
彰

・
歯
科
保
健
に
関
す
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

・
フ
ッ
化
物
塗
布

・
そ
の
他
歯
科
保
健
の
啓
発

☆
フ
ッ
化
物
塗
布
は
申
込
が
必
要
で
す
。

▼
と
　
き

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
。

▼
対
　
象

三
歳
か
ら
十
二
歳
児
（
先
着
百

五
十
名
）

▼
申
込
方
法

一
名
に
つ
き
一
枚
の
往
復
は

が
き
に
住
所
・
電
話
番
号
・
お
子
様
の
氏

名
・
年
齢
を
記
入
の
う
え
９
月
28
日
必
着

で
、
〒
６
３
０
ー
８
０
０
２
　
奈
良
市
二

条
町
２
ー
９
ー
２
　
奈
良
県
歯
科
医
師
会

歯
科
保
健
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
フ
ッ
化
物

塗
布
」
係

▼
問
合
先

奈
良
県
歯
科
医
師
会

０
７
４
２
ー
33
ー
０
８
６
１

上
牧
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

公
募
型
補
助
金
制
度
を
活
用

し
た
事
業
を
追
加
募
集

▼
補
助
対
象
事
業

補
助
の
対
象
と
な
る
事

業
は
、
応
募
の
要
件
を
満
た
す
団
体
が
町

内
に
お
い
て
行
う
公
益
的
活
動
と
し
ま
す
。

公
益
的
事
業
と
は
、
町
民
に
よ
り
組
織
さ

れ
た
団
体
が
町
内
で
行
う
、
不
特
定
多
数

の
町
民
の
利
益
の
増
進
に
寄
与
す
る
活
動

を
い
い
ま
す
。
た
だ
し
、
国
又
は
地
方
公

共
団
体
か
ら
他
の
制
度
に
よ
る
補
助
を
受

け
る
事
業
は
、
こ
の
補
助
金
の
対
象
と
し

ま
せ
ん
。

▼
応
募
の
要
件

補
助
の
対
象
と
な
る
団
体
は
、
次
の
要

件
を
す
べ
て
満
た
す
団
体
と
し
ま
す
。

・
構
成
員
が
五
名
以
上
で
あ
る
こ
と
。

・
営
利
を
目
的
と
し
な
い
こ
と
。

・
町
内
に
拠
点
を
有
し
、
か
つ
、
町
内
に
お

い
て
活
動
の
主
要
な
部
分
を
行
っ
て
い
る

第
22
回
奈
良
矯
正
展

全
国
の
刑
務
所
で
は
、
受
刑
者
が
社
会

復
帰
を
目
指
し
て
、
日
々
各
種
の
教
育
活

動
、
職
業
訓
練
の
受
講
な
ど
に
励
ん
で
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
全
般
を
、
パ
ネ
ル
や
模

型
な
ど
に
よ
り
、
地
域
社
会
の
人
々
に
広
く

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
刑
務
所
作
業

製
品
の
展
示
即
売
を
行
い
、
矯
正
行
政
と
更

生
保
護
事
業
の
理
解
を
得
る
た
め
「
第
二
十

二
回
奈
良
矯
正
展
」
を
開
き
ま
す
。

「
法
の
日
週
間
」
記
念

無
料
法
律
相
談
を
開
催

奈
良
弁
護
士
会
で
は
法
の
日
週
間
記
念

行
事
と
し
て
無
料
法
律
相
談
を
実
施
し
ま

す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

・
10
月
１
日（
月
）
午
前
９
時
か
ら
正
午
と
午

後
１
時
か
ら
４
時
。
大
和
高
田
経
済
会
館

・
10
月
３
日（
水
）
午
前
９
時
か
ら
正
午
と
午

後
１
時
か
ら
４
時
。
奈
良
弁
護
士
会
館

（
相
談
時
間
は
一
人
三
十
分
で
す
。）

▼
申
込
方
法

９
月
10
日（
月
）か
ら
26
日（
水
）

ま
で
奈
良
弁
護
士
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
先

奈
良
弁
護
士
会

０
７
４
２
ー
22
ー
２
０
３
５

こ
と
。

・
定
款
、
規
約
、
会
則
そ
の
他
の
定
め
に
よ

り
、
団
体
と
し
て
の
運
営
上
の
規
律
が
確

立
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

・
政
治
的
活
動
、
宗
教
的
活
動
及
び
特
定
の

人
物
に
対
す
る
支
持
を
目
的
と
す
る
団
体

で
な
い
こ
と
。

▼
補
助
金
の
額

補
助
金
の
額
は
、
補
助
対

象
経
費
の
二
分
の
一
以
内
と
し
、
三
十
万

円
を
上
限
と
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

９
月
３
日
（
月
）
か
ら
９
月
21

日（
金
）ま
で

▼
受
付
時
間

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
日
の

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

▼
書
類
提
出
先

〒
６
３
９
―
０
２
９
３

上
牧
町
上
牧
３
３
５
０
番
地

上
牧
町
役
場
都
市
環
境
部
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
　
企
画
調
整
係

▼
問
合
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

役
場
内
線
２
３
２
・
２
３
４
番

▼
と
　
き

９
月
８
日（
土
）
午
前
10
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で
。
９
日（
日
）
午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で
。

▼
と
こ
ろ

奈
良
少
年
刑
務
所
構
内
（
奈
良

市
般
若
寺
町
）

▼
広
報
コ
ー
ナ
ー

施
設
見
学
、
パ
ネ
ル
・

写
真
の
展
示
、
教
育
内
容
・
職
業
訓
練
な
ど

を
パ
ネ
ル
で
紹
介
、
受
刑
者
の
書
・
絵
画
な

ど
の
文
芸
作
品
の
展
示
、
専
門
の
鑑
別
職
員

に
よ
る
性
格
診
断
の
体
験
実
施
な
ど

▼
問
合
先

奈
良
少
年
刑
務
所

０
７
４
２
ー
22
ー
４
９
６
１

秋
の
交
通
安
全
運
動

間
も
な
く
ス
タ
ー
ト

９
月
21
日（
金
）か
ら
30
日（
日
）ま
で
の

間
、
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
行
わ
れ

ま
す
。
本
町
で
も
各
関
係
機
関
・
団
体
の

協
力
を
得
て
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

上
牧
町
を
、
安
全
で
明
る
く
住
み
よ
い

町
に
す
る
た
め
に
交
通
安
全
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
を
図
り
ま
し
ょ
う
。
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児
童
虐
待
と
思
っ
た
ら

す
ぐ
に
電
話
を
！

「
あ
な
た
」
か
ら
の
連
絡
が
、
子
ど
も
を

虐
待
か
ら
守
る
た
め
の
大
き
な
一
歩
と
な

り
ま
す
。

児
童
虐
待
と
は

・
身
体
的
虐
待

殴
る
、
蹴
る
、
激
し
く
揺

さ
ぶ
る
、
溺
れ
さ
せ
る
な
ど

・
性
的
虐
待

性
的
行
為
の
強
要
、
ポ
ル
ノ

グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る
な
ど

・
ネ
グ
レ
ス
ト

食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど

く
不
潔
に
す
る
、
保
護
者
以
外
の
同
居
人

に
よ
る
虐
待
を
放
置
す
る
な
ど

・
心
理
的
虐
待

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、

兄
弟
間
で
の
差
別
的
扱
い
な
ど

☆
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
ー
０
６
４
ー
０
０
０

（
二
十
四
時
間
対
応
）

▼
問
合
先

福
祉
課
　

役
場
内
線
１
１
５

か
も
き
み
の
湯

敬
老
週
間
を
実
施

か
も
き
み
の
湯
（
御
所
市
）
で
は
敬
老
の

日
に
無
料
入
浴
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
９
月
10
日
（
月
）
か
ら
14
日
（
金
）

ま
で
の
午
前
10
時
か
ら
午
後
11
時
ま
で
の

五
日
間
。

▼
対
象
者
　
町
内
在
住
の
六
十
五
歳
以
上（
昭

和
22
年
以
前
の
生
ま
れ
）の
か
た
。

対
象
者
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
物

（
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
）
を
持

参
し
て
番
台
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
コ
ピ
ー
で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
合
先

か
も
き
み
の
湯

66
―
２
６
４
１

「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

皆
さ
ん
の
周
り
で
高
齢
者
や
障
が
い
者

に
対
す
る
い
じ
め
、
い
や
が
ら
せ
、
虐
待

な
ど
の
人
権
侵
害
が
起
き
て
い
る
の
で
は

…
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、
一
人

ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
の
皆
さ
ん
が
毎
日
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
と
障

が
い
者
の
人
権
に
関
わ
る
様
々
な
ご
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

厳
守
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

奈
良
県
屋
外
広
告
物
適
正
化

月
間奈

良
県
は
９
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
を

「
屋
外
広
告
物
適
正
化
月
間
」
と
定
め
、
良

好
な
景
観
形
成
の
一
環
と
し
て
、
町
と
の

連
携
に
よ
る
違
反
広
告
物
の
是
正
活
動
や
、

関
係
機
関
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
制
度
啓

発
な
ど
の
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

奈
良
県
は
多
く
の
歴
史
文
化
遺
産
と
一

体
と
な
す
歴
史
的
風
土
と
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
た
地
で
す
。

こ
れ
ら
の
貴
重
な
自
然
・
歴
史
景
観
と

調
和
し
た
屋
外
広
告
景
観
を
創
造
す
る
た

め
、
以
下
の
取
組
を
連
携
し
て
進
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

・
景
観
を
阻
害
し
て
い
る
違
反
広
告
物
の
追

放
・
屋
外
広
告
物
条
例
の
遵
守
と
屋
外
広
告
制

度
の
周
知
、
啓
発

・
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
美
し
い
景
観
づ
く

り
の
推
進

・
周
囲
の
景
観
に
配
慮
し
た
屋
外
広
告
物
の

掲
出な

お
、
屋
外
広
告
業
を
営
む
と
き
は
奈

良
県
知
事
の
登
録
が
必
要
で
す
。
看
板
な

ど
の
設
置
の
際
は
必
ず
登
録
業
者
に
依
頼

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
屋
外
広
告
物
を
提

出
す
る
場
合
は
町
長
の
許
可
が
必
要
で
す
。

▼
問
合
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

役
場
内
線
２
１
４
番

２
０
１
２
年
度
「
出
会
い
に

学
ぶ
」
人
権
地
区
別
懇
談
会

２
０
１
２
年
度
人
権
地
区
別
懇
談
会
を

次
の
日
時
・
地
区
で
実
施
し
ま
す
。

人
権
を
巡
る
様
々
な
問
題
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。

身
近
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
も
、
と
も

に
語
り
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

懇
談
会
は
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。
お
互
い
に
信
じ
あ

え
る
明
る
い
社
会
、
地
域
づ
く
り
を
目
指

す
た
め
に
も
、
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

・
10
月
６
日（
土
）
午
後
７
時
か
ら
８
時
30
分

三
軒
屋
地
区
　
三
軒
屋
公
民
館

・
10
月
７
日（
日
）
午
後
７
時
か
ら
８
時
30
分

プ
レ
ス
テ
ア
ー
バ
ン
西
大
和
地
区
　
コ
ミ

▼
と
　
き

９
月
10
日
（
月
）
か
ら
９
月
16
日

（
日
）
の
平
日
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

７
時
ま
で
。
土
・
日
は
午
前
10
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
。

▼
相
談
員

奈
良
地
方
法
務
局
職
員
と
奈
良

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
人
権
擁
護
委
員

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」

全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
ー
０
０
３
ー
１
１
０

（
電
話
は
お
か
け
に
な
っ
た
場
所
の
最
寄

り
の
法
務
局
・
地
方
法
務
局
に
つ
な
が
り

ま
す
。）

▼
問
合
先

福
祉
課

役
場
内
線
１
４
５
番

ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

・
10
月
14
日（
日
）
午
後
７
時
か
ら
８
時
30
分

松
里
園
地
区
　
松
里
園
公
民
館

・
10
月
20
日（
土
）
午
後
７
時
か
ら
８
時
30
分

新
町
地
区
　
新
町
第
一
公
民
館

・
10
月
21
日（
日
）
午
後
７
時
か
ら
８
時
30
分

米
山
台
地
区
　
米
山
台
公
民
館

・
10
月
27
日（
土
）
午
後
７
時
か
ら
８
時
30
分

南
上
牧
地
区
　
南
上
牧
公
民
館

・
10
月
28
日（
日
）
午
後
７
時
か
ら
８
時
30
分

葛
城
台
・
五
軒
屋
地
区
　
葛
城
台
公
民
館
　

・
11
月
３
日（
土
）
午
後
７
時
か
ら
８
時
30
分

北
上
牧
地
区
　
文
化
館

・
11
月
４
日（
日
）
午
後
７
時
か
ら
８
時
30
分

服
部
台
・
滝
川
台
・
ゆ
り
が
丘
地
区
　
滝

川
台
公
民
館
　

▼
問
合
先

社
会
教
育
課
　

76
ー
４
０
５
０
（
北
上
牧
文
化
館
）



グランディ 
まきば 

介護老人保健施設 
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通所リハビリ 

平成24年4月に開所した老健です。 

介護保険適用施設となります。 

 

各サービスの利用料金については、 

各種減免措置等が適用となる場合が 

ありますので、お電話にてお問い合 

わせ下さい。  

北葛城郡上牧町上牧８９９－７ 

社会福祉法人　在友会 

介護老人保健施設グランディまきば 
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お気軽にお問合せ・ 
　　　　ご相談下さい。 

見学もお待ちしています！ 
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９
月
11
日
は
警
察
相
談
の
日

警
察
で
は
９
月
11
日
を
全
国
一
斉
「
警
察

相
談
の
日
」
と
定
め
、
被
害
の
未
然
防
止
に

つ
い
て
の
相
談
や
地
域
の
安
全
と
平
穏
に
つ

い
て
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

「
警
察
の
　
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
　
＃
９
１
１
０
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
相
談
窓
口
の
利
用
促
進

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

☆
警
察
総
合
相
談

・
＃
９
１
１
０
プ
ッ
シ
ュ
回
線

・

０
７
４
２
ー
23
ー
１
１
０
８

ダ
イ
ヤ
ル
回
線

・

０
７
４
２
ー
24
ー
０
８
７
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
相
談

・
電
子
メ
ー
ル
相
談

奈
良
県
警
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

☆
悪
質
商
法
相
談

０
７
４
２
ー
24
ー
９
４
４
１

（
架
空
請
求
は
が
き
・
迷
惑
メ
ー
ル
・
高

金
利
な
ど
の
相
談
）

☆
免
許
更
新
・
再
交
付
手
続

０
７
４
４
ー
24
ー
５
５
４
１

☆
西
和
警
察
署

72
ー
０
１
１
０

ペ
ガ
サ
ス
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２

文
化
祭
展
示
作
品
と
発
表
の
募
集

10
月
28
日（
日
）か
ら
10
月
30
日（
火
）ま

で
、
文
化
セ
ン
タ
ー
（
中
央
公
民
館
・
ペ

ガ
サ
ス
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
）
と
２
０
０
０
年

会
館
で
開
く
、
上
牧
町
文
化
祭
に
展
示
す

る
作
品
を
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
募
集
し

ま
す
。

ま
た
多
目
的
ホ
ー
ル
を
使
っ
て
演
技
な
ど

を
披
露
す
る
発
表
の
部
に
つ
い
て
は
10
月
29

日（
月
）に
行
い
、
三
十
分
か
ら
六
十
分
程
度

で
披
露
で
き
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
作
品

町
内
在
住
の
か
た

▼
応
募
種
目

展
示
の
部
に
つ
い
て
は
、
絵

画
・
工
芸
・
手
芸
・
書
道
・
造
花
・
写
真

な
ど
、
壁
や
机
な
ど
を
使
っ
て
展
示
出
来

る
も
の
で
、
作
品
数
は
一
人
一
点
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

発
表
の
部
に
つ
い
て
は
、
個
人
や
グ
ル

ー
プ
で
舞
台
を
使
っ
て
披
露
で
き
る
出
し

物
な
ど
、
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。（
た
だ
し
、

音
楽
を
必
要
と
す
る
出
し
物
は
、
テ
ー
プ

な
ど
の
用
意
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

参
加
人
数
に
よ
り
日
程
を
変
更
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。）

▼
受
付
期
間

９
月
１
日（
土
）か
ら
８
日（
土
）

ま
で
（
月
曜
日
は
休
館
）

▼
受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４

時
30
分
ま
で
。

▼
受
付
場
所

文
化
セ
ン
タ
ー
内
中
央
公
民

館
事
務
室
前
。
電
話
で
の
受
付
は
出
来
ま

せ
ん
。

▼
問
合
先

中
央
公
民
館
　

76
ー
３
６
１
０

文
化
協
会
作
品
発
表
会

上
牧
町
文
化
協
会
で
は
、
中
央
公
民
館

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
役
場
で
作
品
の
発
表

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
中
央
公
民
館

９
月
14
日
（
金
）
か
ら
10
月

19
日（
金
）ま
で

・
油
絵
　
サ
ン
デ
ー
パ
レ
ッ
ト
（
展
示
ギ
ャ

ラ
リ
ー
）

・
ま
き
の
は
陶
芸
ク
ラ
ブ
金
曜
組
（
陳
列
ケ

ー
ス
）

▼
役
　
場

10
月
12
日（
金
）ま
で

・
油
絵
　
ア
ト
リ
エ
28

各
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の
お
問
合
わ
せ
は

中
央
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

中
央
公
民
館

76
ー
３
６
１
０

（
広
告
）

第12
回 

第12
回 葛城エコフリーマーケット 葛城エコフリーマーケット 
と　き：11月25日（日）午前10時～午後３時 
　　　　　※雨天決行（ただし、荒天の場合は中止） 

ところ：白鳳女子短期大学 

募集期間　９月10日（月）～９月20日（木） 
お申込み　出店者申込書と出店料（1,000円）･印鑑を下記事務局に 
　　　　　お持ちいただいた時点での先着順となります。 
　　　　　今回より販売スペースはすべて青空になります。 
申込場所　王寺町商工会（王寺町やわらぎ会館3階） 
　詳しいお問合せは　上牧町商工会（Tel　77-5111） 

●主催　葛城フリーマーケット実行委員会 
（上牧町商工会青年部・王寺町商工会青年部・河合町商工会青年部） 

（
広
告
）

町
議
会
は
９
月
10
日
か
ら

第
三
回
上
牧
町
議
会
定
例
会
は
９
月
10

日（
月
）の
午
前
10
時
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

日
程
に
つ
い
て
は
９
月
７
日
（
金
）
午

前
10
時
開
催
の
議
会
運
営
委
員
会
で
決
ま

り
ま
す
。

▼
問
合
先

議
会
事
務
局

役
場
内
線
３
０
４
番
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暑い日々が続いていますが、皆さん体調は
いかがでしょうか。今年も節電対策で大変で
すが、無理しすぎず体調管理はしっかりして
いただきますようにお願いします。
さて、平成18年４月から介護保険制度が

改正され、各市町村に地域包括支援センター
が設置されておりますがご存じでしょうか。
この地域包括支援センターでは、高齢者のか
たが住み慣れた地域でその人らしい生活がで
きるように、いろんな相談を受けるなどの活
動をしています。その中で特に力を入れてい
るのが、介護が必要にならないための介護予
防推進事業です。（介護が必要にならないた
めの予防活動）
昨年度は、「日常生活圏域ニーズ調査」と

いう日常生活に関するアンケートを送付しま
した。その回答をされた中から必要なかたに
は、受診をすすめ、介護予防教室への参加を
お願いしました。
そこで、今年度も介護認定を受けていない

65歳以上のかたに「介護予防チェックリス
ト」と称して昨年度より簡単な介護予防に関
するアンケートを５月上旬に送付しました。
昨年度の日常生活圏域ニーズ調査に比べる
と、内容が簡単になりました。
それを地域包括支援センターに返送された

かたについて結果を分析しました。なんらか
の心配なことがあって、医療機関での受診を
お願いするかたには前年度までと同じように
「生活機能検査受診票」を送付しましたので、
早めに受診してください。

この「生活機能検査受診票」は町内の医療
機関で、無料で受けることができます。
検査は、血液検査・尿検査・心電図検査・

診察などがありますのでぜひ、受診されるよ
うお勧めします。
検査の結果によって、医師が「運動の教室

に参加してみたら」や「お口の健康教室に参
加してみたら」など介護予防教室に参加した
ほうがよいと声をかけられたら、どうぞ気軽
に参加してみてください。その際は改めて、
地域包括支援センターから連絡をします。
また、一人一人にアドバイス票を付けて送付

していますので、ぜひ内容を確認してください。
昨年度も運動機能向上事業の「上牧元気教

室」や口腔機能向上事業の「お口の教室」に
多くのかたが参加され、皆さんが「参加して
よかった」と喜ばれていました。
より元気で生活していただくために、今の

皆さんのままでいるためにも、「生活機能検
査受診票」をお持ちで受診していないかたは、
早めに受診してください。
11月末まで受診できます。そして、教室

参加の連絡がきましたら、ぜひ参加しましょ
う。新しいお友達もできてきっと楽しい時間
が過ごせると思いますよ。

●
ず
っ
と
元
気
で
い
る
た
め
に
●

食
育
推
進
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会

地
域
で
食
育
の
推
進
や
栄
養
改
善

の
活
動
を
す
る
た
め
の
必
要
な
知
識

や
技
術
を
修
得
し
、
県
や
市
町
村
の

事
業
に
参
加
で
き
る
か
た
を
養
成
す

る
た
め
、
食
育
推
進
リ
ー
ダ
ー
養
成

研
修
会
が
開
か
れ
ま
す
。

▼
と
　
き

９
月
28
日（
金
）
午
後
１
時

30
分
か
ら
４
時
30
分
ま
で
。

▼
と
こ
ろ

奈
良
県
桜
井
総
合
庁
舎

葛
城
保
健
所
で
の
実
地
研
修
も
予
定

▼
対
　
象

県
内
で
活
動
可
能
な
管
理

栄
養
士
や
栄
養
士
の
資
格
を
持
つ
か
た

▼
申
込
方
法

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、

住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電

話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
記
入
し
て
葛

城
保
健
所
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

葛
城
保
健
所
　

22
ー
１

７
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
23
ー
８
４
６
０

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
で

バ
ス
ケ
ッ
ト
作
り
参
加
者
募
集
中

再
生
紙
を
利
用
し
た
ク
ラ
フ
ト
テ

ー
プ
で
、
バ
ス
ケ
ッ
ト（
26
×
19
×
高

さ
17
・
５
㎝
）を
編
み
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
な
場
所
で
役
立
ち
そ
う
な
、
ナ
チ

ュ
ラ
ル
な
か
ご
で
す
。
す
こ
や
か
サ

ポ
ー
タ
ー
が
指
導
し
ま
す
。

▼
と
　
き

９
月
24
日（
月
）・
27
日（
木
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
両
日
と

も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
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●問合先：生き活き対策課 79-2020 2000年会館内

●問合先：生き活き対策課 79-2020
●ところ：2000年会館内

対象者には個人通知します。

★乳児（３・10ヵ月児）健康診査
３ヵ月児
と　き：９月13日（木)
午後１時から１時30分まで受付
対象者：平成24年５月10日から６月
13日生まれ。

10ヵ月児
と　き：９月13日（木)
午後２時10分から２時40分まで受付
対象者：平成23年10月10日から11
月９日生まれ。

★３歳児健康診査
と　き：９月６日（木)
午後１時から１時30分まで受付
対象者：平成21年２月27日から４月
６日生まれ。

★婦人検診（乳がん･子宮がん）
検診

と　き：９月24日（月)
・乳がん、子宮がん検診のどちらか
を受診されるかた
午後１時から１時30分までの受
付と午後２時30分から３時まで
受付のどちらか

・乳がん、子宮がん検診の両方を受
診されるかた
午後１時30分から２時30分まで受付

★乳児相談
と　き：９月11日（火）
午後１時30分から３時まで受付
対象者：１歳になるまでの乳児と
保護者

内　容：計測、相談（育児・発達・
離乳食など）。午後２時から２時
30分は交流会を行います（ふれ
あい遊び、保健師の話：テーマ
「ママの息抜き」、保護者の交流）。
交流会の時間は、計測を一時中
断します。

持参品：母子健康手帳

★幼児相談
と　き：９月21日（金）
午前９時から11時までと午後１
時30分から３時まで受付

対象者：１歳から就学前までの幼児
と保護者

内　容：計測、相談（食事・子育て
など）。

持参品：母子健康手帳

★成人健康相談
と　き：９月21日（金)【要予約】
午前９時から11時30分までと
午後１時30分から４時まで受付
糖尿病・高血圧・高脂血症・禁
煙・生活習慣を改善したいなど、何
でもお気軽にご相談ください。

対象者：
（乳 が ん）40歳以上（1972年12月
31日以前の生まれ）で誕生年が
西暦偶数年生まれのかた

（子宮がん）20歳以上（1992年12月
31日以前の生まれ）で誕生年が
西暦偶数年生まれのかた

検査方法：
（乳 が ん）視触診・マンモグラフィ
（子宮がん）頸部細胞診、内診
定　員：【要予約】
（乳 が ん）先着50名
（子宮がん）先着100名
費　用：1,000円（75歳以上は500円）
生活保護世帯のかたは無料です。
事前に生き活き対策課で申請を行
ってください。

申込方法：９月４日（火）
午前８時30分から電話か生き活き
対策課窓口でお申し込みください。

※申込開始日で定員に達することも
あります。

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　

▼
定
　
員

十
名

▼
参
加
費

三
百
円

▼
申
込
方
法

９
月
５
日（
水
）
午
前
８

時
30
分
か
ら
電
話
か
生
き
活
き
対
策

課
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
集
い
開
催

健
康
上
牧
21
計
画
の
高
齢
グ
ル
ー

プ
で
は
「
高
齢
者
の
集
い
」
を
開
催

し
ま
す
。

▼
と
　
き

９
月
22
日（
土
）
午
後
１
時

受
付
　
午
後
１
時
30
分
開
始

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館

▼
内
　
容

講
習
　
火
災
予
防
と
避
難

演
芸
　
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
演
奏
・

落
語
・
演
歌

▼
対
象
者

町
内
在
住
の
六
十
歳
以
上

の
か
た

▼
申
込
方
法

９
月
10
日
ま
で
に
シ
ル

バ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
の
か
た
は
、
地
区

ク
ラ
ブ
会
長
に
、
会
員
以
外
の
か
た

は
、
生
き
活
き
対
策
課
ま
で
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

プ
レ
イ
ル
ー
ム
利
用
日
に
つ
い
て

平
日
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

利
用
し
て
頂
け
ま
す
。

９
月
６
日
（
木
）
・
13
日
（
木
）
の
午
後
は

健
診
な
ど
で
混
み
合
い
ま
す
。

不活化ポリオワクチン
９月から開始

町では９月から不活化ポリオワ
クチンを定期予防接種として開始
します。これに伴い、これまで、３
から90か月未満の子どもを対象に
2000年会館で実施していたポリオ
集団接種は、医療機関で実施する
個別接種に変更します。
詳しくは生き活き対策課までお
問い合わせください。
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「健康保険証」や「運転免許証」を紛失したら 

家庭用浄水器の悪質商法が発生 
上牧町内被害続出 

　身分証明書になるものを紛失した場合、慌てず冷静に下記のような対応をしてください。 

＜まず紛失の届出や再発行の手続きを＞ 

　すぐに警察に遺失届を提出しましょう。保険証は健康保険組合か役場へ、運転免許証は公安委
員会で再発行の手続きをしてください。 
 
＜紛失した保険証を悪用させないために＞ 

　保険証などが身分証明書をして第三者に不正使用されたとしても、本人と金融機関との間で契
約が締結されたわけでなないので、支払う義務はありません。しかし身に覚えのない請求をされ
る場合もあるので、個人信用情報機関が設けている「本人申告制度」を利用して、紛失登録をし
ましょう。主な機関は下記の通りです。 
①ＣＩＣ 
  （　 0120－810－414　受付：月曜日～金曜日　午前10時～正午　午後１時～４時） 
②（株）日本信用情報機構 
  （　 0120－441－481　受付：月曜日～金曜日　午前10時～正午　午後１時～４時） 
③全国銀行個人信用情報センター 
  （　 0120－540－558　受付：月曜日～金曜日　午前９時～正午　午後１時～５時） 
  
 

 

　まるで宝くじに当選したかのような内容であったり、海外宝くじが簡単に買えるというよ
うな内容のお手紙がとどいたことはありませんか？そんなに簡単に儲かる話はありません。 
 
＜事例＞ 
　オーストラリアの宝くじに当選したという手紙が届いた。当選金を受け取るための手続き費用
として現金を送ったが、いっこうに当選金が入金されない。 
 
買ってもいない宝くじが当たるはずがありません！ 

　いきなり「当選しました」ということに違和感を感じませんか？ 
　購入してもいないのに宝くじが当たるはずがありません。 
　しかし当選金の高額さに目がくらみついつい手続きのお金を送金してしまうこともあるようです。 
　一度このような手続きをすると海外宝くじ業者からは、カモとみなされ、頻繁にダイレクトメ
ールが届くようになります。騙されていることに気付かない人、手紙が届くたびにお金を振り込
んでしまうということも起こっています。自分自身の行動（怪しいものには手を出さない）を振
り返るとともに、家族（とくに高齢者）が怪しい業者にお金を振り込んだりしていないかも注意
する必要があります。このような事例についてもお気軽に消費生活相談室にご相談ください。秘
密は厳守します。 

 町内の個人宅に水道水の検査と称して上がりこみ、検査の結果「配管が古くなっている」
「さびが出ている」などと言って、浄水器の購入を強要する事象が数件発生しました。 
 なお、町では職員が浄水器の購入を呼びかけるような営業活動は一切行っていませんし、
民間業者への委託も行っていません。くれぐれもご注意ください。なお詳細については、
来月号でお知らせします。 

緊急速報 

「あなただけ特別に」「あなたが当選しました」 
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●
は
図
書
館
の
休
館
日

図書館通信

●図書館休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）･毎月末日（その日が、休館日にあたる時はその翌日も休館）･年末、年始（12／27～１／5） 78－9903
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9月

●買い物は県内で！ たばこは町内で買いましょう。

新 刊 紹 介

惜櫟荘だより
佐伯泰英著　岩波書店

海の見える仕事場
に移り住んだこと
が縁で、熱海の隠

れた名建築「惜
せき

櫟
れき

荘
そう

」
を譲り受けた著者
が、その修復の一
部始終や著者自身
のエピソードなど
を綴ったエッセイ
集です。

10歳のときにハン
セン病患者として
療養所に入所、以
来70年余をその地
で過ごす著者が療
養所での暮らしや、
懐かしい故郷や家
族への思いを語り
ます。料理研究
家・辰巳芳子さん
との対談も収録。

長い道
宮　かづゑ著　みすず書房

普段はあまり親しむ
機会がないかもしれ
ませんが、自分の気
持ちに添う詩に出会
ったときは何度も繰
り返して口ずさみた
くなりませんか？家
族や友達など日常を
テーマにした、心に
響く詩集です。（児
童書）

勇気の子
江口正子著　銀の鈴社

◆上牧町ホームページ◆
・http://www.town.kanmaki .nara . jp/
・Eメール kanmak i＠p l um .ocn . ne . j p

寺
子
屋
か
ら
の
募
集 

・
孫
の
よ
う
に
愛
情
を
も
っ
た
指
導 

・
格
安
月
謝（
成
績
別
月
謝
制
） 

・
定
員
五
人
制
　
二
週
間
の
体
験
学
習 

・
学
童
保
育
の
よ
う（
三
か
ら
六
年
生
） 

◆
小
学
生
◆ 

　
家
庭
に
よ
り
事
情
が
異
な
る
た
め
勉
強

時
間
は
放
課
後
か
ら
８
時
ま
で
用
意
し
て

い
ま
す
。 

　
宿
題
の
徹
底
指
導
と
英
語
の
学
習
に
重

点
を
置
き
勉
強
す
る
習
慣
が
つ
く
よ
う
し

て
い
ま
す
。 

　
三
位
一
体
が
大
事
な
た
め
父
兄
と
は
頻

繁
に
会
っ
て
い
ま
す
。 

◆
中
学
生
◆ 

　
勉
強
し
な
さ
い
と
い
く
ら
言
っ
て
も
し

な
い
の
で
困
っ
て
い
ま
す
と
よ
く
聞
き
ま

す
が
そ
う
言
う
父
兄
こ
そ
学
校
時
代
、
勉

強
し
て
お
ら
ず
親
の
エ
ゴ
で
す
。
逆
に
言

う
と
私
が
し
た
事
、
で
き
た
事
は
子
供
に

も
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。
受
験
戦

争
の
時
代
だ
っ
た
の
で
四
当
五
落
は
当
た

り
前
、
通
学
の
車
内
で
は
空
気
に
漢
字
や

英
単
語
を
書
い
て
覚
え
た
り
休
憩
時
間
に

は
友
達
同
士
で
教
え
合
っ
た
り
ま
た
職
員

室
へ
質
問
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。 

◆
英
語
が
苦
手
な
高
校
一
年
生
◆ 

　
今
春
、
上
中
を
卒
業
し
た
女
子
が
一
人
勉

強
に
来
て
い
ま
す
。
一
緒
に
し
ま
せ
ん
か
？ 

　
価
格
、
品
質
、
品
揃
え
の
面
で
大
型
店

舗
は
個
人
商
店
を
圧
倒
し
て
い
ま
す
が
大

手
塾
は
私
の
設
定
し
て
い
る
価
格（
月
謝
）

品
質
（
き
め
細
か
い
真
剣
な
指
導
）
は
真
似

で
き
ま
せ
ん
。 

　
そ
し
て
、
と
き
ど
き
商
社
勤
務
時
代
の

話
を
し
て
気
分
転
換
を
し
て
い
ま
す
。 

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

 

電
話

０
７
４
５
―

３
２
―

９
２
８
０ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
岡
台
　
金
澤 

（
広
告
）

幕末300藩　藩主とお姫様
新人物往来社

介助犬を育てる少女たち
大塚敦子著　講談社

アメリカで非行を
した少女たちへの
教育の一環として
行われている「ド
ック・プログラム」
を紹介しつつ、介
助犬を訓練するこ
とで変わっていく
少女たちの姿を追
ったノンフィクシ
ョンです。（児童書）

江戸時代末に伝わっ
た写真技術によって
様々な風景や人物が
撮影され、今に残さ
れています。そんな
古写真の中でも幕末
の藩主や姫君に焦点
をあて、彼らの生涯
などをわかりやすく
解説しています。

★9月のお話会ピーターパン★

４日（火） 午前10時30分から

８日（土）・22日（土）
午後２時から

・町立図書館ホームページで
蔵書検索ができます。

http://www5.ocn.ne.jp/̃ kanmaki/

・本、AV資料は期限内に返却
しましょう。

・図書館の開館時間
午前９時から午後５時まで。



14
かんまき 2012.9.

 

世帯数....................9,761(－27)

男　性.................11,390(＋７)

女　性.................12,507(－７)

合　計..................23,897(±０)
（ ）は前月比

平
成
24
年
７
月
末
日
現
在

《ご案内》

＊町の木 ＊町の花

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
広
告

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
紙
面
に
町
の
財
源
確
保
の
一
環

と
し
て
申
し
込
み
順
に
有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
町
が
広
告
主
の
利
用
を
特
別
に
推

奨
し
た
り
、
そ
の
内
容
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
ご
自
身
の
判
断
で
お
願
い

し
ま
す
。

●法律相談
☆上牧町主催（偶数月に開催）
担　当：弁護士
と　き：2・4・6・8・10・12月の第一水曜日

午後１時～４時
ところ：2000年会館
定　員：先着申込順６名
内　容：各種法律問題全般
申込・問合先：

役場秘書課へ電話で申し込んでください
76ー1001 役場内線298番

☆中南和法律相談センター（奇数月に開催）
担　当：弁護士
と　き：1・3・5・7・9・11月の第二金曜日

午後１時～４時
ところ：2000年会館
定　員：先着申込順６名
内　容：各種法律問題全般
申込・問合先：

奈良弁護士会へ電話で申し込んでください
0742ー22ー2035（相談日の１週　

間前の午前９時30分から申込受付。
当日の申し込みは出来ません）

●行政相談
担　当：行政相談委員
と　き：毎月第二金曜日　午後１時～４時
ところ：2000年会館
内　容：役所の仕事について全般
問合先：秘書課　 役場内線222番

●納税相談
担　当：徴税吏員
と　き：毎月第二水曜日　午後1時～3時30分
ところ：役場１階　徴収課
定　員：先着申込順5名
内　容：町税と介護保険料、後期医療保険料について
申込・問合先：

役場徴収課へ事前に電話で申し込ん
でください。（相談日の1週間前から
申込受付。） 役場内線125番

●人権相談
担　当：人権擁護委員
と　き：毎月第二金曜日　午後１時～４時
ところ：2000年会館
内　容：人権問題全般
問合先：福祉課　 役場内線145番

●消費生活相談
担　当：消費生活相談員

と　き：毎週火曜日 午後1時～5時
毎週木曜日 午前8時30分～午後0時30分
（上記共、祝日は除く）

ところ：上牧町役場１階相談室

と　き：毎週月曜日 午後1時～5時
毎週水曜日 午前8時30分～午後0時30分
（上記共、祝日は除く）

ところ：河合町役場二階相談室

内　容：消費生活問題全般・多重債務問題
問合先：秘書課　 役場内線222番

●教育相談
担　当：学校指導主事
と　き：毎週火曜日　午後１時30分～４時
相　談：電話による相談　 役場内線119番
内　容：教育問題全般
問合先：教育総務課　 役場内線119番

●スクールカウンセラー教育相談
担　当：スクールカウンセラー
内　容：教育問題全般

ところ：①上牧中学校
と　き：９月７･21日

午前11時～午後５時
申込先：上牧中学校　 76ー5479

ところ：②上牧第二中学校
と　き：９月11日

午前11時～午後５時
申込先：上牧第二中学校　 72ー3700

問合先：教育総務課　 役場内線119番

地域密着型で効率的な広告

お店の広告は広報紙で
月1回、町内全戸配布の広告で商売繁盛

広報 かんまきかんまき
上牧町役場秘書課　0745－76－1001
掲載料：1枠 1万円／2枠 2万円
（この見本の大きさは１枠です）
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